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　「公共建築の日」及び「公共建築月間」を迎えるにあたり、ご挨拶申し上げます。
　公共建築物は、行政、教育文化、福祉などの様々な分野において重要な役割を果たすと
ともに、豊かで活力ある地域づくりに貢献するものです。そのため、安全・安心な構造で
あることに加え、社会情勢の変化や多様なニーズに対応したものとすることが求められて
います。
　今年は関東大震災から年の節目となりますが、国土交通省では「総力戦で挑む防災
・減災プロジェクト」において「首都直下地震等の大規模地震対策の強化」というテーマ
を掲げ、発災時の被害を軽減するための施策等を進めています。
　庁舎や学校、病院等の公共建築物は、施設利用者の命を守ることはもとより、災害発生
時における避難所や災害対策活動の拠点としての機能を発揮することが期待されており、
十分な耐震性を確保する等の防災・減災対策が必要です。国土交通省では、防災拠点とな
る官庁施設の耐震化、津波・浸水対策等を実施するとともに、各省庁や地方公共団体とも
連携して、防災・減災対策に関するガイドラインを策定すること等により、公共建築物の
防災機能確保を進めています。
　また、地球温暖化対策としての年カーボンニュートラルの実現も喫緊の課題です。
昨年、法改正を行い、全ての建築物への省エネ基準適合義務化や規制合理化による木材利
用促進に取り組んでいるところですが、公共建築分野においても、ＺＥＢ化の推進や木材
利用の促進など積極的に取り組んでまいります。
　さらに、官庁施設の整備にあたっては、適正な工期の設定や施工時期の平準化のほか、
ＢＩＭ等のＩＣＴ技術を活用したＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）等により、
建設業の働き方改革や生産性向上をより一層推進していくことが求められています。
　加えて、新型コロナウイルス感染症の影響を契機としてテレワークが普及したこと等を
受け、新しい時代のオフィス環境と施設整備のあり方についても検討を進めているところ
です。
　様々な社会の変化に対応し、課題を解決していく良質な公共建築物を、社会の資産とし
て将来世代へ継承していくためには、関係者の皆様方になお一層のご協力をいただくとと
もに、広く国民の皆様に関心を持っていただくことが重要です。このたびの「公共建築の
日」及び「公共建築月間」の取組が、その端緒（たんしょ）になることを期待しています。

【中央】
▷月日まで公共建築パネル展（中央合同
庁舎第３号館１階玄関ホール（国会側）
▷月日（Live配信）、月日日（ウ
ェブ配信）保全技術研究会・記念講演会

【東北】
▷月１日まで巡回建築パネル展～公共建築
関連事業の紹介～（仙台市青葉通地下道ギャ
ラリー、他６会場）
▷月日施設見学会（あきた芸術劇場ミル
ハス）

▷月日施設見学会（宮城県林業技術総合
センター）
【関東】
▷月日まで公共建築パネル展（さいたま
新都心合同庁舎２号館）
▷月日まで公共建築パネル展（栃木、ウ
ェブ上で展示）

▷月日まで公共建築パネル展（千葉県庁
〈１Ｆ連絡通路〉）
▷月日まで公共建築パネル展（山梨県富

士川町役場新庁舎１階町民ギャラリー）
▷月～月公共建築工事現場見学会（未定）
▷月（予定）公共建築パネル展（未定）
▷月日公共建築フォーラム（未定）
【北陸】
▷月日金沢城復元「匠の技」セミナー
（金沢城・兼六園管理事務所〈石川県金沢城
公園内〉）
▷月日学生を対象とした現場見学会（南
魚沼警察署新築工事・大河津分水路改修工事）

▷月日～日公共建築パネル展（石川、石
川県立図書館文化交流エリア２階展示スペー
ス）

▷月日～日公共建築パネル展（富山、
くろべ市民交流センター「あおーよ」）

【中部】
▷月日まで公共建築パネル展および公共
建築Web展示館Ⅳ（パネル展：名古屋合同
庁舎２号館１階ロビー壁、愛知県庁舎および
西庁舎の地下連絡通路、みえ県民交流セン
ター〈アスト津〉、Web展：公共建築協会

ウェブサイト）
▷月日「公共建築の日」記念講演会・静
岡県掛川市の取り組み紹介・講演「（仮）歴
史的建造物の保存と継承」（講師：土屋和男
氏〈静岡常葉大学教授〉、掛川市立中央図書
館〈ウェブ併用〉）
▷月日まで公共建築Webギャラリー
「地球環境にやさしい公共建築」、第回
「あすなろ夢建築」大阪府公共建築設計コン
クール作品展示、第回公共建築賞近畿地区
「公共建築賞・優秀賞」および「地域特別賞」
（ウェブ開催）
▷月日施設見学会（文化庁京都庁舎・新
行政棟＋京都府庁旧本館）
▷月８日施設見学会（大阪府営服部緑地内
の休憩所＋都市緑化植物園）
【中国】
▷月日まで公共建築一斉公開イベント
「ひろしまたてものがたりフェスタ」
（国立広島原爆死没者追悼平和祈念館、広島
県立美術館、広島市現代美術館、アストラム

ライン白島新駅ほか広島県内施設）
▷月日見学ツアー（青谷かみじち史跡公
園ガイダンス棟）
▷月日クイズラリー公共建築博士からの
挑戦状！めざせ！図書館マスター（仮）（山
口県立山口図書館）
▷月日～日公共建築パネル展（岡山市
役所１階市民ホール）
▷月日対談イベント（マスコスホテル）
【四国】
▷月日まで公共建築ＷＥＢ展（徳島、ウ
ェブ上で展示）
【九州】
▷月日まで（予定）公共建築パネル展×
ＤＸ（仮称）（福岡第２地方合同庁舎〈玄関
ホール〉）
【沖縄】
▷月日第回フォトコンテスト～島の魅
力～（沖縄県庁）
▷月日記念講演会（那覇市ぶんかテンブ
ス館）

公共建築分野での
ＺＥＢ化・木材利用推進



　公共建築の日

年度　公共建築賞

国土交通省官庁営繕部長　秋月　聡二郎氏

（１２）（第３種郵便物認可） ２０２３年　（令和５年）　１１月１０日　（金曜日）

【生活施設部門】陸前高田市立高田東中学校 【文化施設部門】東川町複合交流施設　せんとぴゅあ 【行政施設部門】青森県庁舎　耐震・長寿命化改修

【特別賞】市立吹田サッカースタジアム 【特別賞】大阪府庁舎　本館 【特別賞】大宮区役所・大宮図書館

◇所　在　地／さいたま市大宮区
◇構　　造／Ｓ造一部ＣＦＴ造
◇階　　数／地下１階（柱頭免震）地上６階
◇延床面積／，㎡
◇事　業　者／さいたま市、大宮クロスポイント

◇設　　計／久米設計・シーラカンスＫ＆Ｈ・
大成建設ＪＶ

◇施　　工／大成建設・佐伯工務店・柏木建設
ＪＶ

◇竣　　工／年３月

◇所在地／北海道東川町◇構造／ＲＣ・Ｓ・Ｗ造◇階数／平屋一部２階◇延床面積／，㎡◇事
業者／東川町、北海道大学大学院工学研究院小篠研究室◇設計／ドーコン・ブンク・アイエイ・Ｋ
ＩＴＡＢＡＪＶ◇施工／高組・小岩組ＪＶ、新谷建設・吉宮建設・小岩組・ベスト（旧松井組工建）
ＪＶ、橋本川島コーポレーション・盛永組・高組・小岩組ＪＶ◇竣工／年９月（せんとぴゅあ
Ⅰ）、年３月（せんとぴゅあⅡ）

◇所　在　地／岩手県陸前高田市
◇構　　造／ＲＣ一部Ｓ造＋Ｗ造
◇階　　数／地下１階地上２階
◇延床面積／，㎡

◇事　業　者／陸前高田市
◇設　　計／ＳＡＬＨＡＵＳ
◇施　　工／佐武建設・菱和建設ＪＶ
◇竣　　工／年月

◇所　在　地／大阪市中央区
◇構　　造／ＲＣ一部ＳＲＣ造

（東館・基礎免震）
◇階　　数／地下１階地上６階
◇延床面積／，㎡

◇事　業　者／大阪府
◇設　　計／松田平田設計
◇施　　工／大林組・南海辰村

建設ＪＶ
◇竣　　工／年月

◇所　在　地／大阪府吹田市
◇構　　造／ＲＣ・Ｓ造
◇階　　数／地上６階塔屋１階
◇延床面積／，㎡

◇事　業　者／ガンバ大阪、吹田市
◇設　　計／竹中工務店
◇施　　工／竹中工務店
◇竣　　工／年９月

◇所　在　地／青森市
◇構　　造／ＳＲＣ造
◇階　　数／地下１階地上６階
◇延床面積／，㎡
◇事　業　者／青森県

◇設　　計／日建設計
◇施　　工／奥村・鹿内・盛

ＪＶ
◇竣　　工／年月
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い
た


社
会
環
境
注
視
し
施
設

整
備
の
在
り
方
を
検
討

Interview

　


官
庁
営
繕
工
事
で
の
働
き

方
改
革
の
進
捗
状
況
は


　
﹁
建
設
業
へ
の
時
間
外
労
働
上

限
規
制
適
用
ま
で
半
年
を
切
り
ま

し
た

働
き
方
改
革
の
取
り
組
み

は
担
い
手
確
保
の
観
点
か
ら
も


喫
緊︵
き

き
ん
︶の
課
題
で
す


官
庁
営
繕
部
で
は

発
注
者
の
立

場
か
ら

建
設
現
場
の
働
き
方
改

革
を
後
押
し
す
る
取
り
組
み
を
パ


ケ

ジ
化
し
て
い
ま
す

そ
の

一
つ
が
﹃
公
共
建
築
工
事
に
お
け

る
工
期
設
定
の
基
本
的
考
え
方
﹄

の
取
り
ま
と
め
で
す

各
省
庁
や

都
道
府
県

政
令
市
共
通
の
申
し

合
わ
せ
と
し
て

適
正
な
工
期
設

定
の
た
め
の
考
え
方
や
留
意
事
項

を
示
し
ま
し
た

２
０
１
８
年
度

か
ら
試
行
し
て
き
た
労
務
費
補
正

を
伴
う
週
休
２
日
促
進
工
事
に
つ

い
て
は

順
次
対
象
工
事
を
拡
大

し


年
度
完
了
工
事
で
は
週
休

２
日
の
達
成
率
が
約

％
と
な
り

ま
し
た

本
年
度
か
ら
原
則
と
し

て
全
て
の
工
事
に
つ
い
て
発
注
者

指
定
方
式
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま

す

さ
ら
に

本
年
度
か
ら

受

注
者
か
ら
提
出
し
て
頂
く
週
間
工

程
表
な
ど
に
﹃
閉
所
予
定
日
﹄
や

﹃
概
成
工
期
﹄
を
明
示
す
る
こ
と

を

各
省
庁
の
標
準
書
式
と
し
て

定
め
ま
し
た

こ
れ
ら
を
進
め
る

こ
と
に
よ
り

引
き
続
き
営
繕
工

事
の
現
場
で
の
週
休
２
日
の
実
現

を
バ

ク
ア

プ
し
て
い
き
ま

す
﹂

　


Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
活
用
状
況
は


　
﹁
国
土
交
通
省
で
は

イ
ン
フ

ラ
分
野
の
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
ま

す

官
庁
営
繕
部
で
は
﹃
官
庁
営

繕
事
業
に
お
け
る
生
産
性
向
上
技

術
の
活
用
方
針
﹄
を
定
め
て

Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
の
積
極
的
な
活
用
な
ど

の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し

た

Ｂ
Ｉ
Ｍ
活
用
に
つ
い
て
は


建
築
Ｂ
Ｉ
Ｍ
推
進
会
議
で
の
検
討

状
況
を
踏
ま
え

﹃
官
庁
営
繕
事

業
に
お
け
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
活
用
実
施
要

領
﹄
を
策
定
し

本
年
度
か
ら
原

則
全
て
の
新
築
の
設
計
業
務
と
工

事
で
発
注
者
情
報
要
件﹁
Ｅ
Ｉ
Ｒ
﹂

を
適
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た


一
定
規
模
以
上
の
建
物
の
設
計
業

務
に
つ
い
て
は
Ｂ
Ｉ
Ｍ
活
用
を
原

則
必
須
と
し
て
い
ま
す

Ｅ
Ｉ
Ｒ

の
内
容
は
個
々
の
業
務
・
工
事
ご

と
に
発
注
者
が
設
定
し
ま
す

設

計
業
務
の
Ｅ
Ｉ
Ｒ
で
は

建
築
物

の
外
観
や
内
観
の
一
部
を
３
次
元

で
提
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
や


Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
を
元
に
整
合
の
取

れ
た
実
施
設
計
図
面
︵
一
般
図
な

ど
︶
を
作
成
い
た
だ
く
こ
と
な
ど

を

工
事
の
Ｅ
Ｉ
Ｒ
で
は

設
計

事
務
所
が
作
成
し
た
Ｂ
Ｉ
Ｍ
デ


タ
を
工
事
に
生
か
す
た
め
の
﹃
Ｂ

Ｉ
Ｍ
伝
達
会
議
﹄
を
開
催
す
る
こ

と
な
ど
を
示
し
て
い
ま
す
ま
た


積
算
業
務
で
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
効
果
的

な
活
用
方
法
を
検
討
す
る
た
め


Ｂ
Ｉ
Ｍ
デ

タ
の
形
状
情
報
や
部

材
の
仕
様
な
ど
属
性
情
報
な
ど
を

活
用
す
る
﹃
Ｂ
Ｉ
Ｍ
連
携
積
算
﹄

の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
﹂

　


木
材
の
利
用
の
推
進
状
況

は


　
﹁

年
６
月
に
﹃
公
共
建
築
物

等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進

に
関
す
る
法
律
﹄
が
改
正
さ
れ


名
称
も
﹃
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

資
す
る
等
の
た
め
の
建
築
物
等
に

お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関

す
る
法
律
﹄
︵
通
称
・
都
市

ま

ち

の
木
造
化
推
進
法
︶
に
変
更

さ
れ
ま
し
た

こ
の
法
律
に
基
づ

く
基
本
方
針
で

国
が
整
備
す
る

建
築
物
は

コ
ス
ト
や
技
術
面
で

困
難
な
場
合
を
除
き

原
則
と
し

て
全
て
木
造
化
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た

法
改
正
以
前
は
木
造
化

促
進
の
対
象
が
低
層
建
築
に
限
定

さ
れ
て
い
て
そ
の
木
造
化
率
は


国
の
整
備
で
は
９
割
を
超
え
る
水

準
に
達
し
て
い
ま
し
た
が

今
回

の
法
改
正
で

木
造
化
促
進
の
対

象
に
中
高
層
建
築
も
追
加
さ
れ
た

の
で

合
理
的
な
コ
ス
ト
で
多
く

の
木
材
が
活
用
で
き
る
よ
う
に


部
材
単
位
の
木
造
化
を
含
め
た
木

造
と
非
木
造
の
混
構
造
な
ど

木

造
化
の
整
備
手
法
を
検
討
し
て
い

ま
す

こ
の
検
討
成
果
は

木
材

利
用
に
関
す
る
技
術
基
準
類
に
反

映
し

各
省
庁
と
共
有
す
る
と
と

も
に

地
方
公
共
団
体
に
も
情
報

提
供
し
て
い
き
ま
す
﹂

　


資
材
価
格
な
ど
の
高
騰
へ

の
対
策
は


　
﹁
建
築
関
係
で
も
幅
広
い
資
機

材
の
価
格
が
高
騰
し
て
い
ま
す


工
事
費
の
急
激
な
上
昇
へ
の
対
策

と
し
て
は

ま
ず
最
新
の
物
価
資

料
や
見
積
価
格
な
ど
に
よ
り
適
正

な
価
格
で
予
定
価
格
を
設
定
す
る

こ
と
が
重
要
で
す

契
約
後
の
賃

金
水
準
や
物
価
水
準
の
変
動
が
発

生
し
た
場
合
は

請
負
金
額
が
適

切
に
な
る
よ
う
﹃
工
事
請
負
契
約

書
第

条
﹄
い
わ
ゆ
る
﹃
ス
ラ
イ

ド
条
項
﹄
に
基
づ
い
て

適
切
な

金
額
に
変
更
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
ス
ラ
イ
ド
条
項
に
つ
い
て
は


ス
ラ
イ
ド
額
の
算
定
の
際

実
際

の
購
入
金
額
が
適
当
な
金
額
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
示
す
証
拠
書
類

が
受
注
者
か
ら
提
出
さ
れ
る
場
合

に
は

そ
の
金
額
を
用
い
て
請
貸

金
額
を
変
更
で
き
る
よ
う

昨
年

６
月
に
運
用
を
一
部
見
直
し
ま
し

た

官
庁
営
繕
の
こ
う
し
た
運
用

に
つ
い
て
は
﹃
営
繕
積
算
方
式
﹄

活
用
マ
ニ

ア
ル
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で

公
共
発
注
機
関
の

皆
さ
ま
に
参
考
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
﹂

　


官
庁
営
繕
部
長
と
し
て
ど

の
よ
う
な
心
持
ち
で
職
務
に
当
た


て
い
ま
す
か


　
﹁
国
の
サ

ビ
ス
を
提
供
す
る

場
で
あ
る
官
庁
施
設
の
整
備
・
保

全
を
担
う
官
庁
営
緒
の
仕
事
に

は

い
つ
も
責
任
と
誇
り
を
感
じ

な
が
ら
臨
ん
で
い
ま
す

近
年


Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
大
き
く
進
展
し

人
と

人
と
が
接
触
せ
ず
に
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が

人
間
の
活
動
全
て
が
デ
ジ

タ
ル
世
界
で
完
結
す
る
と
は
思
え

ま
せ
ん
し

人
間
の
リ
ア
ル
な
活

動
が
残
る
限
り

そ
の
た
め
の

﹃
場
﹄
が
必
要
で
す

官
庁
営
繕

の
仕
事
は

そ
う
い

た
リ
ア
ル

な
﹃
場
﹄
を
よ
り
良
く
し
よ
う
と

す
る
も
の
な
の
で

絶
対
的
に
前

向
き
な
仕
事
で
す

そ
こ
で
行
わ

れ
る
活
動
が
国
民
の
利
便
の
向
上

に
つ
な
が
る
の
で
す
か
ら

な
お

さ
ら
で
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
て

国
の

機
関
で
も
テ
レ
ワ

ク
が
一
気
に

普
及
し

官
民
問
わ
ず
新
た
な
働

き
方
の
模
索
が
続
い
て
い
ま
す


ウ

ブ
会
議
な
ど
が
一
般
化
す
る

一
方
で

対
面
で
の
コ
ミ

ニ
ケ


シ

ン
の
重
要
性
が
再
認
識
さ

れ
る
動
き
も
あ
り
ま
す

官
庁
営

繕
も
活
動
の
﹃
場
﹄
を
提
供
す
る

立
場
と
し
て

世
の
中
の
動
き
を

注
視
し
な
が
ら

施
設
整
備
の
在

り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
﹂




　公共建築の日

一般財団法人建築コスト管理システム研究所 一般財団法人建築保全センター 一般社団法人公共建築協会

主要３団体の事業活動

（１３） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　１１月１０日　（金曜日）

　建築コスト管理システム研究所は、質の高い建築物の整備と技術の向上に
つなげることを使命として、建築コストに携わる方々と社会をつなぐ信頼さ
れるシンクタンクを目指します。そのために、公共建築物のコスト管理のあ
り方に関して、経済社会の動向や技術の進展に対応した調査研究、開発等を
行い、公共建築物のコスト管理システムの高度化を推進します。
　概要は、以下のとおりです。
Ⅰ　公共建築工事積算に関する調査研究
①当研究所では、中期計画を定めて社会的なニーズの高い研究課題に取り組
んでいます。「建築の生産コストに関する調査研究」や「建築のコスト管理
技術に関する調査研究」等のテーマを設定し、具体的な個別課題について研
究しています。
②公共建築工事のシェアは建築工事市場の１割余りと少なく、民間建築工事
がその大半を占めます。そのため民間の建築市場の動向によって工事価格は
細かく変動します。それをタイムリーに公共建築工事の発注に反映すること
を目的として「市場単価方式」の研究をしています。
③公共建築工事積算の標準化・効率化に寄与するため、国の統一基準である
「公共建築工事積算基準」等の普及を目的にして、各種積算基準とその解説、
積算に関する各種マニュアル、標準書式集の編集・出版等を行っています。
　なお、月中旬に「令和５年基準　公共建築工事積算基準の解説【建築工
事編・設備工事編】」を刊行し、月下旬からそのＷＥＢ講習会を開催しま
す。

Ⅱ　公共建築工事積算のシステム化
　公共建築工事においては、適正な予定価格設定のもととなる適正な工事費
の算出が必要です。公的発注機関が当研究所の営繕積算システム（ＲＩＢＣ
２）をご利用いただければ、公共建築工事積算基準等に準拠した工事積算を
行うことができます。その利用を促進し、公共建築工事積算の効率化・適正
化を進めます。

Ⅲ　公共建築設計業務等の委託料積算のシステム化
　公共建築設計業務等積算システム（Ｃ－ＰＵＢＤＦ）は、国土交通省の技
術基準（「官庁施設の設計業務等積算基準」および「官庁施設の設計業務等
積算要領」）に準拠し、設計業務等委託料の算定方法等を取りまとめた「官
庁施設の設計業務等積算基準と業務量の算定」の内容をそのままパソコンソ
フト化したものです。公共建築工事の企画や発注を行う公共機関はもとより、
公共建築工事の設計業務や積算業務に関心をお持ちの設計事務所や積算事務
所の皆さまにもご利用いただけます。

Ⅳ　木造建物数量木取り計算プログラムの開発
　「木造建物数量木取り計算プログラム」は、「建築数量積算基準」に定め
る「木材の所要数量」を求める規定に準拠し、「木材の部材長さ」を基に、
製材等の仕様（樹種、等級、寸法および含水率等）ごとの体積と本数を効率
的に求めることができる国内初のソフトウェアです。当研究所では、本プロ
グラムをホームページに公開しており、現在、無料でご利用いただくことが
できます。

　今後とも、公共建築工事の積算に関わる関係者の皆さまのお役に立てるよ
う、公共建築物のコスト管理のあり方について、幅広く調査研究、開発等を
進めてまいります。皆さまのご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。
　なお、「Ｃ－ＰＵＢＤＦ」につきましては、昨年ご好評いただいた「無料
お試し企画」を今年度も実施していますので、当研究所ホームページの公共
建築月間のバナーからお申し込みください。

『令和５年版建築物のライフサイクルコスト』
など続々発行
　建築保全センターは建築物の維持管理、改修、施設マネジメントなどの保
全に関する調査研究・企画立案・技術開発等の業務を通して公共建築物の適
正な保全を支援しています。
◆調査研究
①公共建築の改修やその前提となる点検・診断等のハード領域
②公共建築の保全業務委託、保全計画等のソフト領域
③公共建築の保全・施設管理のハード・ソフト領域の両面を支える情報化お
よびデータ整備

　等に関する調査研究・企画立案・技術開発等の業務を通して公共建築物の
適正な保全を支援しています。
　調査研究、技術開発を行うに当たっては、必要に応じて専門的な知見を有
する有識者や実務者からなる委員会等を組織し、幅広い分野の最新の知見を
取り入れながら、建築物の適正な保全に求められる内容をわかりやすく整理
し、発行図書等にて情報提供しています。
【主な調査研究の内容】
　「改修工事関係基準類」「ベンチマーキング等」「点検・劣化判定等」
「公共建築のマネジメントの状況」「保全関係基準類」「ライフサイクルコ
スト」「公共施設マネジメント」等に関する調査研究
◆技術開発等
【審査・証明事業】
　民間における新たな技術開発の促進とその普及を図るため、建築物等の保
全技術審査証明を実施しています。
【耐震性能判定委員会】
　公共建築物の耐震性能を確保するため、耐震性能判定委員会を設置し、東
京都が定める「建築物の耐震改修の促進に関する法律に基づく耐震改修計画
の認定に関する取扱い」に基づく専門機関として耐震診断・耐震改修計画の
評定を行っています。
◆発行図書
【建築改修工事関係（３年ごとに新刊発行）】
『公共建築改修工事標準仕様書』令和４年版
『建築改修工事監理指針』令和４年版
『建築改修工事特記仕様書（電子データ版）』令和４年版
【建設保全業務（５年ごとに新刊発行）】
『建築保全業務共通仕様書及び同解説』令和５年版、『建築保全業務積算基
準及び同解説』令和５年版
【点検・診断関係】
『国の機関の建築物の点検・確認ガイドライン』令和５年版
『施設管理者のための建築物の簡易な劣化判定ハンドブック』令和５年版等
【その他】
令和５年版『建築物のライフサイクルコスト』
『公共建築のリノベーション・コンバージョン』等
◆研修等
　建築改修工事、建築保全業務、その他の普及、啓発を図るため、対面式、
ＷＥＢ式で研修、講習会、講演会を行っています。また、個々の地方公共団
体、企業向けにはご要望に応じた「出前講座」を実施しておりますのでご相
談ください。
【研修】
　建築仕上げ改修工事の専門技術者を育成する「建築仕上げリフォーム技術
研修」では修了試験合格者に「建築仕上げ改修施工管理技術者」の認定を行
っています。
　全国建設研修センターとの共催で「建築物の維持・保全」研修を行ってい
ます。
【講習会】
　建築保全センター発行図書を分かりやすく、また最新情報を織り交ぜて解
説する以下のような講習会を定期的に開催しています。
・建築改修技術定期講習会
・保全技術講習会
・建築物の簡易な劣化判定手法講習会
・建築物の点検・確認及びライフサイクルコスト講習
会
【講演会】
　毎年月に、時節に合った著名な講師を招いて「公
共建築月間及び公共建築の日の記念講演会」を開催し
ています。併せて「保全技術研究会」を行っています。
詳しくはホームページをご覧ください。
（https://www.bmmc.or.jp） 建築保全センター

ウェブサイトヘ

Ｃ－ＰＵＢＤＦ　無料お試し実施 技術者の技術水準・地位の向上目指し活動
　公共建築協会は、年に設立された社団法人営繕協会を母体に設立され、
年に「公共建築協会」に改称し、年４月には一般社団法人へと移行
し、引き続き国、地方公共団体等の公共建築物の建築等の事業の合理化と能
率化に寄与するとともに、公共建築物の建築等に携わる技術者の技術水準お
よび地位の向上を図ることを目的にさまざまな活動を展開しています。
　これまで、当協会は公共建築分野における技術の向上、普及等に取り組む
唯一の団体として、各種調査研究の実施、各種研修・講習会等の開催、公共
建築工事標準仕様書（建築工事編、電気設備工事編、機械設備工事編）、建
築工事監理指針、電気設備工事監理指針、機械設備工事監理指針、建築設備
設計基準、公共建築木造工事標準仕様書、建築物解体工事共通仕様書等の建
築技術図書類の出版、建築材料・設備機材等品質性能評価事業など多岐にわ
たる事業に取り組んでいます。また、公共建築設計者情報システム（ＰＵＢ
ＤＩＳ）による設計者選定支援、環境負荷低減のための各種調査研究の実施
などに加えて、近年の公共建築分野を取り巻く社会経済情勢の変化に対応し、
「公共工事の品質確保の促進に関する法律」（「品確法」）に基づき発注関
係事務を適切に実施することができる者が育成されることを目的に、年
度に創設した「公共建築工事品質確保技術者資格制度」（民間資格）は、品
確法の改正により、果たす役割の重要性が増しています。加えて、良好な公
共建築の整備の基盤となる設計業務等における適正な工期、業務委託料の算
定に資することを目的に、建築コスト管理システム研究所と共同で開発した
国土交通省告示に準拠したパソコンソフト「公共建築設計業務等積算システ
ム『Ｃ－ＰＵＢＤＦ（シーパブディフ）』」の提供を開始し、行政機関をは
じめとする多数のユーザーに利用していただいています。
　一方で優れた公共建築を表彰することにより公共建築の総合的な水準の向
上に寄与することを目的に年に創設した「公共建築賞」は、昨年募集し
た第回公共建築賞に多数の応募があり、各地区審査委員会での審査により
点の公共建築賞・優秀賞（公共建築協会会長表彰）および９点の地域特別
賞（地区審査委員長賞）が決定され、さらに第回公共建築賞審査委員会に
おいて、公共建築賞（国土交通大臣表彰）３点、公共建築賞・特別賞（国土
交通省官庁営繕部長表彰）３点が選定されました。
本年の梅雨前線、台風２号および台風７号等激甚化・頻発化する暴風雨災害
をはじめとして、自然災害への防災・減災対策は依然として最優先かつ喫緊
の課題となっています。本年６月には「国土強靱化基本法」が改正され、７
月日付で「国土強靱化基本計画の変更について」が閣議決定されました。
災害発生時に、国および地域の行政機能の継続、地域住民のより所となる公
共建築の長寿命化、良質な都市景観の形成を含む耐災害性強化のための機能
向上が強く求められています。このため、当協会では、「官庁施設の総合耐
震・対津波計画基準及び同解説令和３年版」を刊行し、その周知に努めてい
ます。また、昨年の良好な公共建築の整備の基礎となる「公共建築工事標準
仕様書　令和４年版」（建築工事編、電気設備工事編、機械設備工事編）、
「建築工事監理指針　令和４年版」（建築工事編、電気設備工事編、機械設
備工事編）の刊行に続き、本年は公共建築の品質確保に必須の「営繕工事写
真撮影要領による　工事写真撮影ガイドブック　令和５年版」（建築工事編
および解体工事編、電気設備工事編、機械設備工事編）、「公共建築工事標
準仕様書に基づく建築／電気設備／機械設備工事の施工管理（施工計画書作
成要領）令和５年版」ほかを刊行し、全国各地での講習会を開催することに
しています。
　公共建築に対する社会的な要請は、工事における品質の確保、事業評価の
確立、ＰＦＩ事業の導入、のＳＤＧｓが掲げる持続可能な社会の実現およ
びカーボンニュートラル、都市の木造化推進法を契機とした木材の利活用な
ど多種多様なものとなっています。加えて、新型コロナウイルスおよびイン
フルエンザの感染拡大が懸念される中、適切な空調換気も求められています。
当協会では、このような社会的要請に公共建築に携わる技術職員が応えられ
るよう、今後もさまざまな事業を通じて貢献し、公共建築の技術水準の向上
等に取り組んでまいりますので、関係者各位の一層のご支援とご鞭撻を賜り
ますようお願い申し上げます。



　公共建築の日
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■建　築　主：各務原市
■所　在　地：岐阜県各務原市
■設　　計：日本設計・大建設計・Meet＇s設計工房ＪＶ
■構　　造：ＲＣ一部Ｓ造
■階　　数：地下１階地上７階
■延床面積：，㎡
■建　　築：大日本・天龍・協和・足立ＪＶ
■ＺＥＢ化設備：川崎・丸共ＪＶ
■竣　　工：年月

　旧中山道に面した敷地は航空自衛隊岐阜基
地に近接しているため、外装は高い防音性能
を有しながら、太陽光を取り入れる光ダクト
やライトウェルなどを採用。防音性能と環境
性能を両立させ、BELS認証によるZEB Read
yを取得している。建物は高層棟と低層棟を
Ｌ字に配置し、まちに対して開かれた顔をつ
くることで、まちのにぎわいを高めることを
目指している。

各務原市役所 防音性能と環境性能を両立する庁舎

長井市遊びと学びの交流施設　くるんと 遊びと学びの融合を目指した交流拠点

善通寺市庁舎・図書館 人、まち、歴史をつなぐ公園庁舎・図書館

おんがみらいテラス 駅前空間のにぎわいを創出するテラス

熊本県防災センター 既存庁舎と連携する防災拠点

彦根市スポーツ・文化交流センター 交流空間とまちの新たなストリート

ライトキューブ宇都宮・宮みらいライトヒル 駅前広場と連続した多機能型コンベンション施設

長崎市庁舎 意匠・構造・環境を統合したデザイン

大阪府庁耐震改修 年の時を経て、使い続けられる庁舎

姫路市文化コンベンションセンター　アクリエひめじ 姫路の魅力を発信する「文化芸術×ＭＩＣＥ」の拠点

築上町役場 プロムナードから広がる新たなにぎわい

Komatsu 九（コマツ　ナイン） 駅と街をつなぐ、ひと、もの、情報が交わる場所

那覇文化芸術劇場なはーと 風土と調和した集う場としての劇場

五島市立図書館 祈りの島の未来を創る「知識のしま」
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■建築主：小松市■所在地：石川県小松市■構造：Ｓ造■階数：
平屋■延床面積：，㎡■施工：奥村・トーケンリンクＪＶ■
竣工：年９月

　Komatsu 九は、二つの高架下に渡るｍ×ｍ
の敷地において分棟配置で構成※されている。敷地
内には東西南北を通す「通り道」と、各棟内の施設
全体を巡れる「抜け道」を通し、さまざまな方向か
ら人々の流動が発生する平面構成とした。また、四
周に軒下を延ばし行き交う人々が「寄り道」できる
居場所を作る事で、回遊と滞留を促進するような空
間構成となっている。北陸新幹線開通により、駅前
はさらなるにぎわいが予想されるが、Komatsu 九は
さまざまな出会いが生まれるきかっけの場として、
市民に愛される場となっていくことを願っている。
※観光案内所・土産店・カフェスペース、コワーキ
ングスペース、展示・ギャラリースペース等
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■建　築　主：長井市（事業者：グンゼ開発）
■所　在　地：山形県長井市
■構　　造：Ｓ造
■階　　数：地上２階
■延床面積：，㎡
■施　　工：大本組・那須建設・大泉建設ＪＶ
■竣　　工：年７月

　屋内遊戯場と図書館を中心とした交流拠
点。外観は、敷地がかつて製糸工場跡地であ
った歴史や周囲の雄大な山並みから着想し、
繭形状で包まれた庇状の屋根で建物全体を包
むことで、積雪や西日の対策、日射熱負荷の
低減を図った。屋内遊戯場と図書館は、中央
のロビーを介して自由に行き来ができること
で、遊びと学びの場の融合を目指した。また、
建物の周りを「水と緑と花」をテーマにした
三つの屋外広場で囲むことで、人々がいつで
も集える憩いの場を計画した。

■建　築　主：善通寺市
■所　在　地：香川県善通寺市
■構　　造：Ｓ造
■階　　数：地上４階
■延床面積：，㎡（全体，㎡）
■施　　工：五洋建設
■竣　　工：年月

　重要文化財「旧善通寺偕行社」に隣接して
建つ市庁舎と図書館の複合施設を中心に、歴
史景観の復元、既存施設の改修、都市公園の
整備等を通じて、約，㎡の敷地全体をさ
まざまな機能が集約する一体的な公共空間へ
と再編成する計画。公園の日常利用、美術館
・図書館等の生涯学習施設利用、市庁舎の行
政サービス利用、重要文化財の観光利用など、
さまざまな活動が集まりつながることで、こ
こにしかない豊かな公共空間が育まれること
を目指した。

■建　築　主：遠賀町
■所　在　地：福岡県遠賀町
■構　　造：Ｓ造
■階　　数：地上４階

■延床面積：，㎡
■施　　工：松尾組
■竣　　工：年３月

　本施設は、福岡県遠賀郡遠賀町ＪＲ遠賀川
駅に隣接した交流拠点施設である。１階には
飲食や読書ができ、誰もがふらっと立ち寄る
ことのできる交流スペース、２階には集会が
できる多目的室、３階には子供たちが楽しく
遊ぶことのできる遊戯室とキッズスペースを
設けている。それらの機能を拡張して利用で
きるよう各階にテラスを設け、屋内外一体の
イベントや、テラスの観客席化などが可能な
計画とした。またテラスを介して駅前空間の
にぎわいを可視化し、新たな利用者の呼び込
み、交流の発展を促すことを意図している。

■建　築　主：彦根市
■所　在　地：滋賀県彦根市
■構　　造：ＲＣ・Ｓ造
■階　　数：地上３階
■延床面積：，㎡

■建　　築：鴻池組
■電　　気：ノセヨ
■機　　械：富士古河Ｅ＆Ｃ
■竣　　工：年６月

　南彦根駅に近く、学校や住宅が隣接するま
ちの中心部に位置する、スポーツ活動と文化
活動が融合した複合交流拠点である。約ｍ
の細長く括れた形状の敷地に対して、スポー
ツ棟とまちなか交流棟の２棟構成の中央を通
り抜ける「交流ストリート」により回遊性を
生み出し、まちに開かれた場とすることを目
指した。交流ストリートに面してさまざまな
活動スペースを配置した「内外がつながる空
間構成」とすることで、にぎわいと交流の創
出につなげている。

■建　築　主：五島市
■所　在　地：長崎県五島市
■設　　　計：梓設計・むつ設計ＪＶ
■構　　　造：Ｓ・ＲＣ造
■階　　　数：平屋

■延　床　面　積：，㎡
■建　　　築：今村・萩原ＪＶ
■電　　　気：こばた電設
■空調・衛生：九電工
■竣　　　工：年月

　潜伏キリシタンの集う祈りの島として歴史・宗教・生
活が密接に関わり合い奥深く魅力的な景観をつくる、五
島市の未来を創る知的交流拠点。「一般書のしま」や
「児童書のしま」など海に浮かぶ五島列島になぞらえた
書架分類ごとの「しま」空間を巡る知識のクルージング
を促す「知識のしま」であるこの図書館は五島列島のメ
タファーとして位置付けた。島の誇りである教会群をモ
チーフとした、柔らかな木のインテリアに包まれた心地
よい書架空間が学びや交流を促し、島民の未来の生活文
化の礎をつくる。

■所在地：那覇市■建築主：那覇市■延床面積：，㎡
■構造：ＳＲＣ・ＲＣ・Ｓ造■階数：地下２階地上６階■
設計・監理：香山建築研究所・久米設計・根路銘設計ＪＶ
■施工：國場組・大米建設・金城キク建設・ニシダ工業Ｊ
Ｖ■竣工：年６月

　沖縄をけん引する舞台芸術創造の拠点とな
るとともに、市民に日常的に使われる劇場を
目指した。住居、商業が混在する市街地とス
ケールを合わせるとともに、新たなランド
マークとするため、伝統的織物「首里織」を
再現した皮膜が建物を柔らかく揺らぎ包み込
む外観とした。この皮膜は日差しや視線を和
らげ、強風時の飛来物から建物を防御すると
ともに那覇らしい景観をつくる。また施設は
四方に開き、施設内の広場や街路により自由
な回遊を促し、地域とつながる建築とした。

■建　築　主：姫路市
■所　在　地：兵庫県姫路市
■構　　造：Ｓ造
■階　　数：地下１階地上５階
■延床面積：，㎡
■施　工　者：竹中・神崎・平錦ＪＶ
■竣　　工：年２月

　線路に囲まれた敷地は、世界遺産「姫路城」
を望む中核都市姫路市に位置する。緑豊かな
公園と建築により、姫路駅から隣接病院まで
一連の歩行者空間として接続した。展示場・
会議室のＭＩＣＥ機能を有するため、文化芸
術のみならず産業を含めた知の集積地として
機能する。気軽に文化産業に触れ、日々発見
があると同時に、石垣をモチーフとしたれん
がを積層した象徴的な内外装や高性能のホー
ル等、国際観光都市「姫路」らしい魅力を発
信する。

　設計は、国立競技場を設計した隈研
吾氏を含めた３社による設計体制で進
められており、駅前に新たに誕生する
市の顔となるよう、交流拠点施設と交
流広場の一体的な整備が図られた。
　交流拠点施設は、立体的に構成され
た交流広場との一体利用により、多様
な使われ方が可能な施設づくりを目指
している。
　宇都宮の特産でもある大谷石を外
装、内装に大々的に使用し、外観は大
谷地域の山並みを連想させるデザイン
としている。

■建　築　主：宇都宮市・野村不動産
■所　在　地：宇都宮市
■設　　計：ＡＩＳ・ＲＩＡ・隈研吾建築都市設計事務所ＪＶ
■構　　造：Ｓ一部ＲＣ造

■階　　数：地上４階
■延床面積：，㎡
■施　　工：前田・渡辺・中村・増渕ＪＶ
■竣　　工：年月

■建　築　主：長崎市
■所　在　地：長崎市
■設　　計：山下設計・建友社設計・有馬建築設計事務所ＪＶ
■構　　造：Ｓ・ＲＣ・一部ＳＲＣ造、ＣＬＴ耐震パネル、免震構造
■階　　数：地下１階地上階塔屋１階
■延床面積：，㎡
■建　　築：清水・西海・長崎土建ＪＶ
■電　　気：関電工・イナヅマ電気・長崎電建工業ＪＶ
■空　　調：新菱・フジエア・松栄ＪＶ
■衛　　生：旭管・日冷・長与管工ＪＶ
■竣　　工：年３月

　長崎市の中心地区に位置するＲＣ格子フレームとＣＬ
Ｔ耐震パネルによる「外殻構造」をファサードにもつ市
庁舎。この架構は免震構造の効果を高めるとともに、格
子フレームは日射遮蔽、ＣＬＴパネルは断熱性能を高め
る役割を持つ。この外皮構成を基本に天井放射空調など
の設備システムを組み合わせてZEB Readyを達成。な
お、ＣＬＴによる木材使用量は約㎥、炭素貯蔵量は
約ｔ－ＣＯ。

■建　築　主：大阪府
■所　在　地：大阪市中央区
■構　　造：ＲＣ（免振レトロフィット）一部ＳＲＣ造
■階　　数：地下１階地上６階
■延床面積：約，㎡
■建　　築：大林組・南海辰村ＪＶ
■電　　気：八千代・三電工ＪＶ
■機　　械・給排水衛生：須賀工業
■竣工（改修工事）：年月

　大正期モダン建築の傑作と言われ、現在使用さ
れている都道府県庁舎では最も古い建物である大
阪府庁本館が「免振レトロフィット」で新たな庁
舎として生まれ変わった。庁舎を使いながら改修
するための合理的な転がし計画を立案し、加えて
歴史的文化的価値の高い「内外装」「議場」「正
庁の間」の復元改修、執務空間の環境改善、ＢＣ
Ｐ対応、建物の長寿化工事を行い、大阪府のシン
ボルにふさわしい庁舎とすることで公共建築賞特
別賞を受賞した。

■建　築　主：築上町
■所　在　地：福岡県築上町
■構　　造：ＲＣ一部Ｓ造
■階　　数：地上４階
■延床面積：，㎡
■施　　工：前田建設、松山建設
■竣　　工：年６月

　老朽化した庁舎の建替計画。前面道路に町
への広がりを意識した「ちくじょうプロム
ナード」を整備し、住民プラザ等、一般開放
できる室を配置。一方で、鉄道に面した側に
はコアを配置し、騒音を遮へいしている。議
場部分は豊前海の波や風を思わせる襞（ひだ）
状の軽やかな壁面をまとい、木調の大庇と合
わせて視認性を高め新たなシンボルとしてい
る。インテリアには地場産材である「京築ヒ
ノキ」を内装材に設け、愛着のある施設を目
指した。

■建築主：熊本県■所在地：熊本市中央区■設計：佐藤総合計画
・太宏設計事務所ＪＶ■構造：ＲＣ・ＰＣａ造、免震構造
■階数：地下１階地上７階■延床面積：，㎡■建築：大林・
建吉・豊ＪＶ■電気：電盛社・白鷺・ＳＹＳＫＥＮ　ＪＶ■機械
：肥後・熊電・ＳＹＳＫＥＮ　ＪＶ■竣工：年３月

　年熊本地震で明らかになった「防災センター」
のさまざまな課題の解決と、同地震で被災した「県
央広域本部」の復旧を目的に、二つの機能を合築し
て建て替える計画である。隣接する県庁舎の歴史的
軸線に、「本館」「新館」に続く庁舎「防災センター」
を配置して連絡通路でつなぎ、既存庁舎との連携力
を高めた。熊本地震で特徴的であった大規模な繰り
返し地震に備え、基礎免震構造に加え、上部躯体は
繰り返し変形後の損傷を軽減できるＰＣａ構造を採
用し、大規模地震発生後直ちに災害応急対応ができ
る環境を確保している。


